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色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
類
書
の
受
容

卓
　
　
志

一
は
　
じ
　
め
　
に

唐
土
に
お
い
て
撰
せ
ら
れ
た
所
謂
彗
目
が
本
邦
に
将
来
せ
ら
れ
た
こ
と
に
依
っ
て
、
本
邦
の
文
壇
が
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
蒙
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
単
に
漢
詩
文
等
の
漢
文
制
作
の
場
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
本
邦
按
述
の
古
辞
書

に
ま
で
及
ん
で
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

新
撰
字
鏡
は
漢
字
を
偏
勇
に
依
っ
て
部
首
を
立
て
配
列
し
た
辞
書
で
あ
る
が
、
部
首
の
配
列
に
当
っ
て
天
文
関
係
、
人
倫
関
係
、
人
体

関
係
等
の
意
義
分
類
も
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
義
分
煩
が
芸
文
類
楽
、
初
学
記
、
自
氏
六
帖
事
煩
繁
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と

（
l
）

を
夙
に
阪
倉
篤
義
氏
が
指
摘
せ
ら
れ
た
。
又
、
築
島
裕
氏
は
新
撰
字
鏡
に
見
ら
れ
る
意
義
分
類
と
芸
文
頬
東
と
の
因
果
関
係
を
説
か
れ
て

（2）
い
る
。
更
に
築
島
氏
は
和
名
頬
栗
抄
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
分
煩
が
芸
文
煩
楽
と
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
芸
文
煩
衆
、
或
い
は
芸
文
類
楽

（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
の
関
連
を
右
す
る
本
邦
所
撰
の
秘
府
略
が
関
与
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
定
せ
ら
れ
た
。
同
氏
は
色
菓
字
頸
抄
畳
字
門
の
意
義
分
類
に

（5）

も
言
及
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
芸
文
租
繁
の
系
列
を
引
い
た
和
書
（
漢
語
々
彙
集
）
と
関
係
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。

右
の
よ
う
に
本
邦
古
辞
書
に
お
け
る
煩
書
の
受
容
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
個
々
の
煩
書
と
の
直
接
関
係
は
立
証
せ
ら
れ
て
は
い
な
い

が
、
意
義
分
煩
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
検
討
せ
ら
れ
た
先
学
の
御
研
究
に
依
っ
て
、
何
ら
か
の
深
い
結
び
つ
き
が
看
取
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
本
邦
所
按
の
古
辞
書
が
意
義
分
煩
に
お
い
て
煩
書
を
受
容
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
進
ん
で
、
登
載
せ
ら
れ
た
語
や
注
記
に
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つ
い
て
も
顆
書
と
の
つ
な
が
り
が
予
想
せ
ら
れ
る
。

本
稿
は
色
薬
字
煩
抄
を
取
上
げ
て
、
色
薬
字
煩
抄
に
お
け
る
類
書
の
受
容
を
そ
の
登
載
語
の
面
か
ら
検
討
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

二
　
色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
別
名

色
菓
字
顆
抄
畳
字
門
に
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
「
－
名
」
と
注
記
さ
れ
る
語
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。

①
碧
落
宗
ラ
ク
　
（
上
5
2
ウ
3
、
碧
・
落
に
各
々
入
声
点
有
り
）

②
梁
山
謂
ウ
サ
ソ
　
（
上
7
5
ウ
6
、
梁
・
山
に
各
々
平
声
点
有
り
）

③
草
聖
断
聖
イ
　
（
下
5
3
オ
4
、
草
に
上
声
点
、
聖
に
去
声
点
有
り
）

こ
れ
ら
畳
字
門
に
お
い
て
「
1
1
名
」
と
注
記
さ
れ
た
語
が
、
各
々
「
－
名
」
の
「
－
」
に
当
る
掲
出
語
の
下
に
小
童
臼
さ
れ
て

（

6

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

ソ

い
る
と
い
う
こ
と
は
相
坂
一
成
氏
の
指
摘
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
①
「
碧
落
」
は
、
テ
部
天
象
門
「
天
」
の
下
に
小
吉
さ

サ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

ケ

れ
て
お
り
、
②
「
梁
山
」
は
、
サ
部
動
物
門
「
象
」
の
下
に
、
③
「
草
聖
」
は
、
イ
部
地
儀
門
「
池
」
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
小
害
さ
れ
て
い

（7）

る
。
左
に
掲
げ
る
。

○
天
炉
㌢
録
鵠
カ
ソ
碧
落
へ
キ
㌃
（
以
下
略
）
（
下
天
象
等
4
・
天
に
平
声
点
、
紫
に
去
声
点
、
響
銀
に
平
声
票
、
碧
．
話
に

入
声
点
、
漢
に
去
声
点
有
り
）

サ
ク

○
象
平
声
俗
籍
酢
リ
ヤ
ウ
サ
ソ
（
下
動
物
朋
オ
3
、
象
に
平
・
去
声
点
、
梁
・
山
に
平
声
点
有
り
）

○
秒
針
酎
㌘
（
以
下
略
）
（
上
地
俵
2
ウ
3
）

こ
れ
ら
小
害
さ
れ
る
語
は
畳
字
門
に
お
い
て
は
専
ら
「
－
名
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
し
・
小
害
さ
れ
る
場
合
に
は
何
ら
の
注
記
も
附
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さ
れ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
例
が
存
す
る
。

範
慧
讐
ヰ
司
夜
岩
上
星
名
也
へ
上
等
1
、
星
に
平
・
上
声
点
、
貫
・
位
・
夜
に
去
声
点
、
珠
・
司
に
平
声
点
、
分
に
去

声
濁
点
右
り
）
．

〇
試
射
寺
鷲
　
（
上
鱒
オ
4
、
鐘
に
平
声
点
有
。
）

九
乳
巳
上
鍾
別
也

〇
品
禦
㍑
鍼
配
電
朱
タ
ウ
ス
　
（
上
等
1
、
銅
・
周
・
陶
・
朱
・
狩
に
平
声
点
、
頓
に
去
声
点
有
。
）

「
星
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
中
書
さ
れ
た
「
貫
珠
」
　
「
分
位
」
　
「
司
夜
」
に
対
し
て
「
已
上
星
名
也
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
「
鐘
」
は

「
長
楽
」
　
「
霜
下
」
　
「
九
乳
」
の
三
語
に
「
已
上
鎧
別
也
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
「
徳
」
で
は
「
銅
山
」
以
下
四
語
に
対
し
て
「
已
上
徳

別
名
也
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。

「
已
上
星
l
利
也
」
と
い
う
注
記
は
畳
字
門
の
注
記
と
通
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
の
二
例
は
異
な
っ
て
い
る
。
特
に
「
已
上
矧
別
也
」

と
い
う
注
記
に
中
途
半
端
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
已
上
矧
別
刹
也
」
と
同
様
に
「
鐘
別
名
也
」
と
注
記
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
か

（8）

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
「
星
名
也
」
も
「
星
別
名
也
」
と
な
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

僅
か
な
用
例
で
は
あ
る
が
、
色
英
字
類
抄
の
編
者
に
と
っ
て
、
小
吉
さ
れ
、
畳
字
門
に
お
い
て
「
　
－
　
名
」
と
注
記
さ
れ
る
語
は
「
○

○
の
別
名
」
と
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
語
を
指
し
て
呼
ぶ
適
当
な
名
称
を
持
た
な
い
現
在
、
仮
り
に

こ
れ
ら
の
語
を
「
○
○
の
別
名
」
或
い
は
「
別
名
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
又
、
「
○
○
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
仮
り
に
「
項
目
（
別

名
が
掲
げ
ら
れ
た
項
旦
」
と
い
う
呼
び
方
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
ら
別
名
に
つ
い
て
相
坂
氏
は
二
巻
本
世
俗
字
顆
抄
、
節
用
文
字
を
調
査
さ
れ
た
結
果
、
三
巻
本
色
菓
字
煩
抄
独
自
の
も
の
で
あ
る

と
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
二
巻
本
色
莫
字
煩
抄
に
つ
い
て
は
、
『
私
の
調
査
で
ほ
二
巻
本
色
薬
字
顆
抄
と
の
比
較
は
お
こ
な
っ
て
い
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な
い
。
川
瀬
一
馬
博
士
の
「
古
辞
書
の
研
究
」
に
収
め
ら
れ
た
写
真
で
見
ら
れ
る
範
囲
（
イ
部
天
象
門
、
地
儀
門
）
に
は
小
書
き
の
名
の

註
記
は
存
し
な
い
（
節
用
文
字
や
天
理
本
の
二
巻
本
世
俗
字
煩
抄
に
も
小
書
き
の
名
は
註
記
さ
れ
て
い
な
い
）
。
二
巻
本
で
は
お
そ
ら
く
小

書
き
の
名
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
「
古
辞
書
の
研
究
」
の
中
で
川
瀬
博
士
の
示
さ
れ
た
二
巻
本
と
三
巻
本

と
の
畳
字
門
の
語
数
比
較
か
ら
考
え
て
、
二
巻
本
色
英
字
類
抄
に
は
畳
字
の
名
の
語
も
ま
た
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
が

（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

事
実
は
果
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
』
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
氏
の
推
定
は
山
田
俊
雄
氏
も
首
肯
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
の
調
査

に
お
い
て
も
確
か
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
別
名
は
二
巻
本
色
菓
字
煩
抄
の
形
か
ら
三
巻
本
色
薬
字
煩
抄
の
形
に
な
る
問
で
の
増
補
に
か
か

る
語
群
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
唐
土
所
撰
類
書
と
の
比
較

前
節
に
見
て
き
た
別
名
は
各
々
字
音
読
さ
れ
る
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
書
さ
れ
た
多
く
の
別
名
に
声
点
や
仮
名
音
注

が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
畳
字
門
に
お
い
て
字
音
読
語
の
分
数
の
中
に
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
依
っ
て
首
肯
せ
ら
れ
る
。
又
、
次
の

よ
う
な
例
が
あ
る
。

○
媒
㍍
訂
朗
等
蛾
同
（
以
下
略
）
（
下
等
1
、
蝶
に
入
声
点
有
り
）

こ
の
例
は
「
蝶
」
の
別
名
「
入
夢
」
に
つ
い
て
「
荘
周
夢
為
胡
蝶
」
と
注
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
注
は
、
荘
子
斉
物
論
の
一
節

「
昔
老
荘
周
夢
為
こ
胡
蝶
一
、
相
相
然
胡
蝶
也
。
自
喩
通
覧
心
興
、
不
r
知
r
周
也
。
俄
然
覚
則
遼
遠
然
周
也
。
不
r
知
、
周
之
夢
為
こ
胡
媒
－

輿
、
胡
蛛
之
夢
為
r
用
兵
。
周
輿
こ
胡
蚊
－
、
則
必
有
r
分
臭
。
此
之
謂
こ
物
化
一
。
」
（
返
点
、
句
読
点
は
私
に
施
し
た
）
か
ら
出
た
も
の
で
あ

り
、
「
入
夢
」
と
い
う
別
名
の
典
拠
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
二
点
か
ら
推
す
に
、
別
名
と
は
唐
土
の
文
献
に
何
ら
か
の
典
拠
を
有
す
る
語
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
色
糞
字
煩

抄
畳
字
門
に
登
載
せ
ら
れ
る
語
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
「
史
記
」
　
「
顔
氏
家
訓
」
等
多
く
存
す
る
と
い
う
こ
と
を
蜂
岸
明
氏
が
指
摘
せ
ら
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れ
た
。
別
名
も
そ
の
中
に
含
め
得
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
別
名
が
二
巻
本
色
薬
字
叛
抄
の
形
か
ら
三
巻
本
色
英
字
煩
抄
の
形
と

な
る
間
の
同
時
期
に
増
補
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
、
多
く
の
典
拠
の
一
々
か
ら
引
用
す
る
こ
と
は
労
力
の
点
で
困
難
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
と
を
考
え
合
せ
て
、
租
書
や
そ
の
煩
の
漢
語
々
彙
集
か
ら
の
引
用
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
色
某
字
頸
抄
に
お
け
る
別
名
に
つ
い
て
類
書
と
の
関
係
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

日
本
国
見
在
害
日
食
に
依
れ
ば
寛
平
年
間
ま
で
に
「
修
文
殿
御
覧
三
百
六
十
巻
視
野
「
芸
文
等
百
」
「
翰
苑
冊
巻
鑓
」
「
初
学

記
三
望
」
「
宗
珠
良
三
」
等
の
讐
が
本
邦
に
将
来
せ
ら
れ
て
い
た
。
と
が
わ
か
る
。
又
、
四
庫
全
書
総
目
に
依
れ
ば
右
の
他
に
「
北

生
害
竺
百
六
十
巻
（
唐
虞
世
甫
撰
）
」
　
「
自
孔
六
帖
一
百
巻
」
等
が
著
録
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
修
文
殿
御
覧
」
は
図
書
寮

本
名
義
抄
・
香
要
抄
等
に
引
用
せ
ら
れ
る
が
供
し
て
そ
の
供
文
を
見
る
は
か
り
で
あ
る
。
又
、
「
翰
苑
」
　
「
編
珠
録
」
も
供
文
を
見
る
の

み
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
は
仮
り
に
「
芸
文
績
賛
」
　
「
北
堂
書
紗
」
　
「
初
学
記
」
　
「
自
孔
六
帖
」
の
四
書
を
取
上
げ
て
比
較
す
る
こ
と
に
す

（12）
る
。
但
し
「
自
孔
六
帖
」
は
唐
自
店
易
按
の
「
自
氏
六
帖
事
煩
棄
」
に
宋
孔
侍
が
摂
し
た
「
六
帖
三
十
巻
」
を
合
せ
て
一
書
と
成
し
た
も

の
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
孔
侍
の
も
の
は
除
き
、
自
居
易
の
「
自
氏
六
帖
事
類
棄
」
の
部
分
の
み
を
用
い
る
。

さ
て
、
色
葉
字
煩
抄
に
お
い
て
、
別
名
が
掲
げ
ら
れ
た
項
目
は
「
天
」
「
日
」
「
月
」
「
星
」
等
二
百
二
十
八
項
目
（
但
し
「
正
月
名
」

「
二
月
名
」
等
ほ
「
春
」
に
、
「
美
人
名
」
は
「
美
丈
夫
名
」
に
含
め
る
と
い
っ
た
操
作
を
行
っ
た
）
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
の
色

菓
字
数
抄
畳
字
門
に
お
け
る
配
列
順
序
を
見
る
に
、
各
々
の
別
名
が
畳
字
門
内
部
の
意
義
分
類
で
あ
る
「
天
部
」
　
「
地
部
」
　
「
山
岳
部
」

「
河
海
部
」
等
の
「
部
」
分
煩
の
下
に
登
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
配
列
順
序
を
云
々
す
る
こ
と
は
不
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。
又
、
「
雑

部
」
末
に
は
多
く
の
別
名
が
登
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
整
然
と
し
た
配
列
順
序
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
仔
細
に

見
る
な
ら
は
サ
部
、
シ
部
等
比
較
的
多
く
の
別
名
が
「
雑
部
」
末
に
登
載
さ
れ
る
部
で
は
大
よ
そ
の
配
列
順
序
を
想
定
で
き
る
よ
う
で
も

あ
る
。



）ば容受の書放るけおこ蜘類字葉色

（
別
名
）

採
瞳

蒼
梧

草
聖

相
見

三
友

採
薇

霜
下

桑
孫

刑
瑚

山
果

菜
倫

三
尺

三
徒

造
舟

霜
毛

左
放

線
銭

〔
サ
　
部
〕

（
項
目
）

虹
名

野
名

地
名

交
名

交
名

（
分
類
）

天地水人人

隠
逸
名
　
　
　
人

鐘
名
　
　
　
　
菓

縮
名
　
　
　
　
布
岳

駄
名
　
　
　
服
飾

璃
名
　
　
　
　
鳥

紙
名
　
　
　
雑
文

鍛
名
　
　
　
軍
器

宅
名
　
　
　
居
虚

橋
名
　
　
　
　
水

偽
名
　
　
　
鳥

（
色
名
）
　
　
鱗
介

（
哩
麦
名
）
　
　
植
物

（
別
名
）

雀
頭

入
夢

紫
蓋

周
卜

紆
姑

象
玉

如
恩

雀
環

朱
輪

周
自

寿
城

子
夜

酒
濱

大
木

手
談

晋
銀

松
煙

〔
シ
　
部
〕

（
項
目
）

筆
名

蝶
名

寅
名

洛
名

泉
名

水
名

聡
敏
名

報
恩
名

貴
名

富
名

正
齢
名

（延）
歌
名

磐
名

書
跡
名

囲
芸
名

（某）
硯
名

異
名

（昌）

（
分
類
）

雑
文

最
多

山水水水人人人人人楽菜雑
文

巧
芸

雑
文

雑
文



）原（容受の書扇るけおこ抄
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顆好色
7

三
品

童
話

致
竹

松
名

落
葉
名

音
名

植
物

植
物

色
彩

上
質

十
二

相
加

十
字

常
生

四
知

萄
江

乗
軒

燭
夜

秋
吉

紫
鱗

紫
辱

朱
実

湘
水

児
胱

墨
名

楼
名

璧
名

餅
名

匠
名

金
名

鏑
名

偽
名

鶏
名

馬
名

魚
名

苗
薇
名

桜
名

橋
名

（橘）
盃
名

雑
文

居
庭

宝
玉

食
物

火宝
玉

布
岳

鳥鳥鳥鱗
介

植
物

植
物

植
物

雑
器
物

〔
注
〕
誤
写
誤
脱
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
（
　
）
に
包
ん
で
掲
げ
た
。

分
類
は
私
に
分
類
名
を
当
て
た
。

右
の
如
き
配
列
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
よ
そ
次
の
よ
う
な
順
に
そ
の
分
類
名
を
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

天
　
地
　
山
　
水
　
人
　
楽
　
雑
文
　
軍
器
　
居
鹿
　
島
　
麟
介
　
植
物
　
色
彩

こ
こ
に
取
上
げ
た
分
類
名
の
他
に
「
布
畠
」
　
「
服
飾
」
等
が
あ
る
が
、
そ
の
配
列
順
序
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



（13）

こ
の
配
列
順
序
に
つ
い
て
唐
土
所
撰
の
煩
書
の
う
ち
、
芸
文
類
衆
、
初
学
記
、
自
氏
六
帖
事
榛
東
の
三
書
と
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ

少
に
灯
る
。

）原（容受の書煩るけおに抄類字葉色

〔
注
〕
白
氏
六
帖
事
煩
茨
の
分
類
名
は
私
に
ま
と
め
て
（
　
）
に
包
ん
で
掲
げ
た
。

こ
の
比
較
に
依
る
と
、
配
列
順
序
は
芸
文
煩
変
、
初
学
記
、
自
氏
六
帖
事
類
繁
の
三
書
と
も
に
全
同
の
も
の
は
な
い
。
童
い
て
言
う
な

ら
ば
芸
文
煩
衆
と
よ
く
一
致
す
る
と
言
え
よ
う
か
。
芸
文
煩
衆
と
一
致
す
る
と
い
う
点
は
畳
字
門
に
お
け
る
「
部
」
分
類
が
芸
文
窺
栗
に

（14）

よ
く
一
致
し
て
い
る
と
い
う
築
島
裕
氏
の
御
指
摘
と
関
連
す
る
も
の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
色
葉
字
頸
抄
が
「
鳥
」
「
鱗
介
」



ヽ
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「
植
物
」
の
順
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
芸
文
試
買
が
「
草
・
木
」
　
「
鳥
」
　
「
鱗
介
」
と
い
う
順
で
あ
る
こ
と
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
三

つ
の
配
列
順
序
に
つ
い
て
は
自
氏
六
帖
事
煩
繁
が
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
順
序
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
又
、
色
英
字
煩
抄

に
は
最
後
だ
「
色
彩
」
に
関
す
る
別
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
比
較
に
用
い
た
三
煩
書
の
他
、
北
堂
書
紗
、
太
平
御
覧
に
も
存
し

な
い
分
類
項
目
で
あ
り
、
一
考
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

さ
て
、
色
英
字
類
抄
に
お
い
て
別
名
が
掲
げ
ら
れ
た
二
百
二
十
八
項
目
の
個
々
の
項
目
が
唐
土
所
按
の
四
煩
書
の
子
目
と
し
て
存
す
る

の
か
否
か
を
調
査
し
た
も
の
が
次
に
掲
げ
る
表
で
あ
る
。
配
列
の
順
は
芸
文
煩
窄
初
学
記
を
参
考
と
し
て
私
に
勘
案
し
た
も
の
で
あ

る
。
○
印
は
そ
の
項
目
が
子
日
と
し
て
存
す
る
こ
と
、
×
印
は
存
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
（
　
）
に
包
ん
だ
も
の
は
項
目
の
字
面
は
一
致

し
な
い
が
意
味
的
に
通
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

9

1234567890111
番
号

（（ 色
菜
字

天日月星雲風夏春雨雪霜霞露
風風（屠 ））包

） 且

〇〇〇〇〇〇－－○○××× 芸
文
煩
里

〇〇〇〇〇〇ー－〇〇〇〇〇 北
芸

旦

〇〇〇〇〇〇ー－〇〇〇〇〇 初

学

記

〇〇〇〇〇〇ー－〇〇〇〇〇 自
氏
六
帖

＿
1231」11516171

首

了
霧霞霞虹春（正（二（一二

（三夏（四（五（六
官

学月月月月月月月
J））一一）））

一 煩
抄日

）
○××〇〇一一－

（三〇ー－－
言

月 文
ご

‾） 棄

（ ‾
北〇〇〇虹〇一ll○○－－－ 堂兇

） 書
妙

（ ‾
初○××虹○ー一一〇〇－－l
学

旦
）

（（ 自〇〇〇虹○ー－－三〇一－－
睨月 氏
）一一 ⊥

‾）
ハ
帖
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甜
1626の朗6566768696m17273747万67777897000182003848

番
号

忠孝聡
敏

行帝
徳

智罪
人

関
白

盗
人

田丸⊥l富貧離
別

美
丈

美
樹

交朋
友

老母兄
弟

兄弟医ト
急

色
薬
字
煩
抄

夫人

○○×○×○XX××××○（別
）

×○（交
友

（交
友

○×（友
悌

（友
悌

（友
悌

○○ 芸
文
煩
棄

）））））

××××○×××××××××××××××××××× 北
堂
容
妙

〇〇〇××××X×〇〇〇〇〇〇〇（交（交××（友（友（友○（ト 初
友友悌悌悌） 学

旦
）））））

○○×〇〇〇×××〇〇〇〇〇〇〇（揮○○（母○（兄（兄×○ 白
氏
⊥

交子弟弟
）））） ハ旦

＿
586878889809192993495996798999023－1T5爪vT0

番
号

＿
筆紙硯墨詩容

籍
書
跡

図
画

棒鋼箭射漁
釣

農
耕

造
作

仙
（人

隠
逸

仏的
R
rl寺釈

教
経城宮殿

色
菓
字

） 煩
抄

〇〇〇×○（童
臼）

（書
）

（画
）

×〇〇〇（釣
）

（田
狼
）

×（仙
道
）

○（内
典
）

（内
典
）

（寺
碑
）

（内
典
）

（内
典
）

〇〇〇
言

文
類
策

〇〇〇〇〇×××〇〇〇（射××××××××××××× ヒ」コっ拝 堂
） 書

妙

〇〇〇〇××
（文
字
）

×（施
旗
）

○○××××（侶
）

×〇〇〇××（城
郭
）

○○
‾
初

学

旦

（筆
硯
）

○（筆
硯
）

〇〇〇（書
）

○（旋
旗
）

○（矢
）

○（網
苦
宣

（畏
）

×
（仙
）

〇〇〇〇〇〇〇（宮
殿
）

（宮
殿
）

自
氏
六

羅 帖
）



2
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31

9．311T鵬700071711ム73llT757777°072
＿

3一一T

番
号

＿
楕石

格
松柏梯桐柳竹草芝菱書

後
藤款

冬
（正
一荻

埋
麦

牡
丹

花木杷桂落
葉

紅
葉

象馬
色
葉
字
煩
抄

○〇〇〇〇〇（揚
柳

○○×〇〇〇〇（荻
）

××○○×○××○○ 芸
文
頬
緊

）

××××XXX××××××××××××××××××
北
芸

旦

〇〇〇〇〇〇〇〇×××××××××××××××○○ 初

学
記

○○（松
柏

（松
柏

×〇〇〇〇〇××××××××○×○××○○
自
氏
六
帖

＿＿

））

5023題t71間2，ム＿
2れ1ム＿

32
＿

‘11
り′＿22712＿

22
番
号

＿
牛羊鹿猿厚虎鳳

（凰
鶴鶏鷹島出馬払

鵡
孔
雀

鵠鷲鷲驚紹鴎局龍魚亀
色
葦

且）

〇〇〇〇〇×
（鳳
）

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇〇〇〇×〇〇〇
芸
文
煩
茨
＿

××××××××××××××××××××××××X
北
堂
喜
旦

〇〇〇（振
）

××
（鳳
）

〇〇〇〇〇〇〇××××××××〇〇〇
初

学

旦

〇〇〇〇〇○（鳳
）

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
自
氏
六
帖
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右
の
表
に
依
っ
て
四
煩
書
と
の
一
致
率
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
字
面
が
異
な
る
も
の
も
含
め
る
）
。

芸
文
類
東

北
堂
書
紗

初
学
記

自
氏
六
帖
事
頬
策

m
／
2
2
3
　
七
五
・
〇
％

6
3
／
2
2
8
　
二
七
・
六
％

1
1
2
／
2
2
3
　
六
二
・
三
％

m
／
m
　
七
八
・
一
％

こ
の
比
率
か
ら
す
れ
ば
自
氏
六
帖
事
煩
東
と
最
も
よ
く
一
致
す
る
訳
で
あ
る
が
・
各
々
の
績
書
自
体
の
分
類
子
日
総
数
と
の
一
致
率
を

見
る
と
、
芸
文
類
賢
が
≡
％
、
北
堂
書
紗
が
七
・
五
％
、
初
学
記
が
四
五
・
三
％
・
白
氏
六
帖
事
類
茨
が
一
二
・
八
％
と
な
り
、
自
氏

六
帖
事
煩
繁
と
の
関
連
を
積
極
的
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
初
学
記
、
芸
文
類
東
あ
た
り
と
の
関
連
が
強
い
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
独
り
白
氏
六
帖
事
頬
茨
の
み
に
一
致
す
る
項
目
へ
3
8
「
原
」
、
7
9
「
母
」
・
1
5
－
「
芝
」
・
m
「
虎
」
、
2
0
1
「
鷲
」
・
m

「
空
）
が
あ
る
こ
と
や
、
独
り
初
学
記
の
み
に
あ
る
項
目
へ
6
2
「
聡
敏
」
・
M
「
轡
）
、
芸
文
類
緊
の
み
に
あ
る
項
目
（
Ⅲ
「
璧
」
、
m



）原（容安の書預るけおこ蜘類字葉色

「
菱
」
、
m
「
苗
竺
・
1
7
2
「
藤
」
等
）
の
存
在
か
ら
、
初
学
記
や
芸
文
煩
罪
に
近
い
分
類
子
目
を
有
し
、
更
に
初
学
記
や
芸
文
類
東
よ
り

多
数
の
分
煩
子
目
を
有
す
る
書
と
の
関
連
を
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
色
葉
字
煩
抄
の
編
者
が
あ
る
煩
書
・
或
い
は
煩
書
と
の
関
連
を
有
す
る
書
を
参
看
し
て
別
名
を
増
補
し
た
と
仮
定
し

た
場
合
、
そ
の
書
は
・
意
義
分
類
や
分
顕
子
目
の
点
で
初
学
記
、
或
い
は
芸
文
類
棄
あ
た
り
の
類
書
に
近
い
喜
で
は
な
い
か
と
想
定
せ
ら

れ
た
訳
で
あ
る
。
し
か
し
、
別
名
そ
れ
自
体
か
ら
見
る
と
、
芸
文
煩
楽
は
そ
の
時
外
に
去
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
先
に
も
引

用
し
た
次
の
例
に
依
る
。

蝶
㍍
㌘
調
誓
以
下
略
）
（
下
等
1
）

こ
れ
に
つ
い
て
芸
文
類
茨
は
「
峡
蝶
」
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
載
す
る
。

列
子
日
、
鳥
足
之
糞
為
胡
蝶
。
荘
子
日
、
昔
荘
周
夢
為
胡
蝶
、
初
初
然
胡
蝶
。
不
知
周
也
。
俄
然
党
則
蓮
蓮
然
周
也
。
不
知
周
之
夢

為
胡
蝶
・
胡
蝶
之
為
周
輿
。
（
周
輿
）
胡
蝶
必
有
分
臭
。
此
謂
物
化
。
（
以
下
略
、
誤
脱
と
思
わ
れ
る
二
字
を
太
平
御
覧
に
依
っ
て
補

った。）

芸
文
類
衆
で
は
右
の
よ
う
に
「
列
子
」
の
後
に
「
荘
子
」
を
引
き
、
更
に
右
の
引
用
文
の
後
「
古
詩
」
　
「
梁
簡
文
帝
詠
峡
蝶
詩
」
　
「
果

徐
防
耽
得
媒
依
草
詩
」
を
引
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
載
に
は
肝
心
の
「
入
夢
」
と
い
う
語
が
ど
こ
に
も
出
現
し
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
芸
文
煩
嚢
に
近
い
煩
書
に
依
っ
て
い
た
の
で
は
「
蝶
」
の
別
名
と
し
て
「
入
夢
」
と
い
う
語
は
増
補
し
得
な
い
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
初
学
記
、
自
氏
六
帖
事
煩
楽
で
は
各
々
次
の
よ
う
に
記
載
す
る
　
（
割
書
は
〔
　
〕
に
包
ん
で
本
行
に
組
入
れ

る
）
。

○
初
学
記
・
蚊

（
事
対
）
　
入
夢
　
敵
国
〔
荘
子
日
、
昔
老
荘
周
夢
為
胡
蝶
、
初
相
然
瑚
喋
、
自
適
適
志
輿
、
不
知
周
也
、
俄
然
党
則
遼
遠
然
周
也
、
不

知
周
之
夢
為
朝
蝶
輿
瑚
蝶
之
夢
為
周
歎
、
古
楽
府
歌
日
（
以
下
略
）
〕
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○
白
氏
六
帖
事
類
緊
・
蝶

入
荘
周
之
夢
〔
荘
周
夢
為
胡
蝶
、
初
相
然
飛
不
知
周
夢
為
蝶
蝶
夢
為
周
也
〕

初
学
記
に
は
事
対
と
し
て
「
入
夢
」
　
「
敵
国
」
の
二
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
又
、
自
氏
六
帖
事
類
東
で
は
「
入
荘
周
之
夢
」
と
掲
げ
ら

れ
、
そ
の
下
に
典
拠
と
し
て
の
荘
子
を
引
用
し
て
い
る
。
自
氏
六
帖
事
煩
衆
で
は
「
入
夢
」
そ
の
も
の
が
記
載
せ
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な

い
が
、
こ
の
二
書
の
如
き
記
載
様
式
を
有
す
る
文
献
に
依
っ
て
こ
そ
色
菓
字
煩
抄
の
編
者
が
「
入
夢
」
と
い
う
「
蝶
」
の
別
名
を
増
補
し

得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

初
学
記
に
謂
う
所
の
「
事
対
」
と
い
う
形
で
の
記
載
様
式
の
成
立
、
展
開
に
つ
い
て
筆
者
は
論
を
有
さ
ぬ
が
、
川
口
久
雄
氏
に
依
れ
ば
、

（15）

初
学
記
、
自
氏
六
帖
事
榛
東
以
降
の
煩
書
に
承
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
芸
文
煩
東
や
太
平
御
覧
の
如
き
体
裁
の
類

書
と
は
系
列
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
同
じ
く
「
事
対
」
を
取
上
げ
た
煩
書
に
は
、
羅
振
玉
氏
霜
「
鳴
沙
石

（15）

室
古
籍
叢
残
」
所
収
の
唐
写
煩
書
三
種
の
う
ち
の
第
一
種
が
あ
る
。
こ
れ
も
初
学
記
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
う
（
こ
の
類
書
と
別
名

（17）

と
の
関
係
は
後
に
述
べ
る
）
。
又
、
敦
焙
本
失
名
煩
書
残
巻
も
あ
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
色
英
字
煩
抄
の
別
名
は
初
学
記
に
謂
う
所

の
「
事
対
」
と
深
い
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

次
に
色
葉
字
煩
抄
に
お
け
る
別
名
の
一
々
を
初
学
記
に
求
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
〔
　
〕
内
は
項
目
を
示
す
）
。
又
、
白
氏
六
帖
事
類

棄
記
載
の
う
ち
、
大
書
部
（
略
々
初
学
記
に
謂
う
事
対
に
相
当
）
に
存
す
る
語
に
は
右
傍
に
ー
ー
を
附
す
。
割
書
部
に
存
す
る
語
に
は
＝
＝

を
附
し
、
「
入
夢
」
の
如
き
形
の
記
載
に
は
～
を
附
す
。

A
、
初
学
記
の
事
対
に
一
致
す
る
も
の

〔
日
〕
矧
刃
・
火
精
〔
月
〕
劃
兎

l
・
円
璧
・
水
気
・
剣
法l

〔
雨
〕
商
羊
〔
露
〕
五
色
〔
霧
〕
豹
隠
・
夢
沢

〔
星
〕
賞
味
　
　
〔
雲
〕
魚
鱗

」

1

3

ル

風
〕
餌
矧
・
列
子
　
　
【
夏
風
】
野
塩

〔
春
二
二
月
一
二
日
〕
曲
水
　
　
〔
夏
・
四
月
〕
麦
秋

〔
山
〕
九
l
坂
l
　
〔
石
〕
望
夫
　
掃
天
　
　
〔
海
〕
通
天
・
瑚
剰
・
矧
流
l
　
〔
湖
〕
青
草
　
〔
氷
〕
象
玉
・
比
珠

〔
地
〕
剰
楓
・
劃
酬
叫

〔
培
〕
造
舟
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〔
頓
〕
看
峯
・
紫
蓋
　
　
〔
峡
〕
明
月
峡

〔
舞
〕
州
側
　
　
〔
琴
〕
流
水
・
落
霞

〔
泉
〕
蔚
姑
　
　
〔
帝
〕
垂
衣
・
撃
壊
　
　
〔
宴
会
〕
羽
爵
・
華
樽

〔
挙
〕
六
律
　
　
〔
琵
琶
〕
矧
上
l
　
　
〔
鐘
〕
刈
甜
　
　
〔
磐
〕
瑚
濱
l

〔
雅
楽
〕
釣
天

〔
聖
〕
九
徳
　
　
〔
賢
〕
恭
倹

（19）

〔
孝
〕
毘
席
　
　
〔
栗
〕
失
踪
　
　
〔
富
〕
銅
山

〔
朋
友
〕
同
心
・
遠
望
　
　
〔
兄
弟
〕
易
封

〔
貧
〕
濁
戸
l
・
劇
団
　
　
〔
美
丈
夫
〕
則
矧

〔
ト
急
〕
三
兆

〔
漁
釣
〕
霹
団
組
　
　
〔
仙
（
人
）
〕
赤
松
　
　
〔
隠
逸
〕
封
矧
薬
l

〔
紙
〕
萎
倫
　
　
〔
硯
〕
否
銀

〔
仏
〕
金
乗
　
　
〔
僧
〕
剥
天
l

〔
美
婦
人
〕
酉
施
・
洛
川

〔
墨
〕
松
煙
　
　
〔
書
跡
〕
垂
露

〔
寺
〕
白
馬
　
　
〔
城
〕
千
里

〔
官
〕
長
楽
・
末
央
　
　
〔
段
〕
飛
羽
・
技
看

〔
妹
〕
田
瑚

〔
酒
〕
宜
春

〔
李
〕
畢
質

l

〔
皿
（
凪
）
〕
六
徳

〔
謀
〕
入
夢

〔
庸
〕
半
月
・
碧
蒲
　
　
〔
扇
〕

〔
餅
〕
十
字

〔
童
〕
鶏
l
心

－州村
′

、

t

′

ヽ

〔
壁
〕
化
草

〔
良
〕
鎮
盤

〔
梨
〕
大
谷

〔
亀
〕
乗
軒

〔
増
〕
及
肩

雉
尾
・
五
明

〔
玉
〕
司
徳
l

〔
石
棺
〕
紅
暦

〔
洛
〕
周
ト
　
　
〔
椎
幕
〕
綺
羅

〔
鏡
〕
百
司
銅
　
　
〔
舟
〕
矧
剛

〔
銭
〕
鶏
限
　
　
〔
蘭
〕
充
夢

〔
柏
〕
梵
栖
　
　
〔
桐
〕
矧
陽
l

〔
恋
〕
看
取
　
　
〔
烏
〕
曹
刷
　
　
〔
電
〕
矧
咄
・
嘲
矧

〔
屏
風
〕
雲
母

〔
燈
〕
百
枝
・
常
生

〔
蓮
〕
千
葉

〔
柳
〕
飛
架

〔
亀
〕
左
顧

〔
簾
〕
自
失
・
翠
羽

〔
火
〕
流
烏

〔
苔
〕
石
髪

〔
羊
〕
五
穀

〔
膵
〕
五
徳

B
、
初
学
記
の
事
対
に
一
致
せ
ざ
る
も
、
語
が
見
出
せ
る
も
の

7
、
叙
事
部
に
見
出
せ
る
も
の

〔
天
〕
銀
漢
　
〔
雪
〕
山
パ
出
l
　
〔
霜
〕
青
女
　
〔
春
〕
聖
が
　
〔
春
・
正
月
〕
劃
剖

〔
春

二
月
〕
仲
春

〔
春
二
二
月
〕
姑
洗

夏
・
四
月
〕
孟
夏
　
〔
夏
・
五
月
〕
仲
夏
・
萄
真
l
　
〔
夏
・
六
月
〕
林
l
鐘
l
　
〔
夏
・
五
月
五
日
〕

端
午
　
　
〔
秋
・
七
月
〕
夷
則

〔
秋
・
八
月
〕
仲
秋
・
矧
呂
l
〔
冬
・
十
月
〕
凰
矧
〔
冬
・
十
一
月
〕
仲
冬
・
蘭
鎧
〔
冬
・
十
二
月
〕
大
呂
〔
池
〕
千
秋

〔
関
〕
囲
矧
〔
雅
楽
〕
九

l
奏l
〔
歌
〕
封
矧
・
刊
刻
〔
舞
〕
婆

l
功
〔
鼓
〕
瀧
頭
〔
忠
〕
m
鼠
〔
美
婦
人
〕
毛
始

〔
漁
釣
〕
廿
嘲
劃
　
　
〔
楼
〕
十
l
ゴ
　
　
〔
蘭
〕
同
心
　
　
〔
菊
〕
訂
膝
　
　
〔
竹
〕
聯
谷
　
　
〔
象
〕
柴
山

〔
む
鵡
〕
胎
討

〔
馬
〕
浮
雲
　
　
〔
鶏
〕
燭
夜

ィ
、
事
対
典
拠
中
に
見
出
せ
る
も
の

〔
山
〕
鶏
籠
・
熊
耳
　
　
〔
橋
〕
虹
形
　
　
〔
野
〕
桃
林
・
蒼
梧

〔
紙
〕
魚
網
　
　
〔
幡
〕
進
善
　
　
〔
箭
〕
剖
利
　
　
〔
射
〕
飲
羽

〔
礼
〕
損
譲
　
　
〔
歌
〕
郡
曲
　
　
〔
富
〕
陶
朱
・
椅
頓
　
　
〔
朋
友
〕
断
金

〔
仙
（
人
）
〕
王
母
　
　
〔
繍
〕
霞
光
　
　
〔
馬
〕
圃
喝
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〔
鷹
〕
南
翔
・
係
畠

ウ
、
詩
、
隈
等
の
中
に
見
出
せ
る
も
の

〔
雲
〕
蹟
天
　
〔
雪
〕
玉
塵
　
〔
霜
〕
晩
成
　
〔
秋
・
九
月
九
日
〕
到
矧
　
〔
笠
〕
堅
田
　
〔
酒
〕
金
密
　
〔
李
〕
劇
疏

〔
桜
〕
朱
宜
　
　
〔
竹
〕
洪
園
　
　
〔
鶴
〕
矧
筍
　
　
〔
亀
〕
劇
団

C
、
初
学
記
に
見
出
せ
な
い
も
の

〔
天
〕
碧
落
・
紫
徴
　
〔
日
〕
矧
的
・
照
地
　
〔
月
〕
封
到
　
〔
星
〕
分
位
・
司
夜
　
円
春
風
日
刊
矧
　
〔
雨
〕
賠
声
・
斜
脚

〔
電
〕
自
徴
　
　
〔
露
〕
恵
沢
　
　
〔
霞
〕
銀
丸
　
　
〔
琶
九
瑚
・
九
疑
　
　
〔
虹
〕
採
喧
　
　
〔
春
〕
艶
陽
・
電
光
　
　
〔
夏
エ
バ
月
〕
晩
夏

〔
秋
・
七
月
〕
初
秋
　
　
〔
秋
・
九
月
〕
晩
秋
　
　
〔
冬
・
十
月
〕
初
冬
　
　
〔
冬
・
十
二
月
〕
晩
冬
　
　
〔
碁
〕
黄
昏
　
　
〔
昔
〕
旧
日

〔
万
年
〕
桑
田
変
　
〔
水
〕
千
秋
　
〔
池
〕
草
聖
　
〔
野
〕
停
巌
　
〔
峡
〕
貞
女
　
〔
塵
〕
矧
塵
l
　
〔
泉
〕
剖
山
・
蓋
嶺

〔
原
〕
白
兎
　
　
〔
境
〕
土
産
・
問
風
　
　
〔
帝
〕
南
面
・
北
辰
　
　
〔
王
〕
宗
枝
・
戚
里
　
　
〔
礼
〕
拝
迎
　
　
〔
歓
遊
〕
酎
暢

〔
報
恩
〕
包
印
・
雀
環
　
　
〔
鐘
〕
長
楽
・
霜
下
　
　
〔
笛
〕
瀧
外
・
落
l
矧
　
　
〔
鐘
声
〕
鐙
績
　
　
〔
忠
〕
亡
討
家
l
　
　
〔
孝
〕
霜
筍

〔
聡
敏
〕
不
忘
・
如
愚
　
　
〔
徳
〕
利
閲
　
〔
帝
徳
〕
刹
矧
剛
・
矧
創
　
　
〔
智
〕
菜
水
　
　
〔
賢
人
〕
書
甫
　
　
〔
関
白
〕
博
陸
　
　
〔
盗
人
〕
白
波

〔
師
〕
逸
才
　
　
〔
貴
〕
剰
矧
・
騨
菟
　
　
〔
富
〕
周
自
　
　
〔
貧
〕
蝿
合
　
　
〔
離
別
〕
利
盃
・
祖
席
　
　
〔
美
丈
夫
〕
玉
山
　
　
〔
美
婦
人
〕
拉
珠

〔
交
〕
相
見
・
ヨ
剥
　
〔
朋
友
〕
（
讐
　
〔
老
〕
鮎
背
・
鶴
髪
　
〔
母
〕
瑚
矧
・
母
堂
　
〔
兄
弟
〕
貫
l
・
護
l
　
〔
兄
〕
阿
見

〔
弟
〕
如
子
　
　
〔
医
〕
矧
鵠
l
・
到
酪
　
　
〔
ト
笈
〕
砲
天
・
桑
地
　
　
〔
筆
〕
鶏
距
・
雀
頭
・
紫
竃
・
昧
竃
・
禿
筆
　
　
〔
紙
〕
自
麻

〔
硯
〕
張
芝
　
　
〔
墨
〕
劃
剋
　
　
〔
詩
〕
文
峯
・
詞
林
　
　
〔
書
籍
〕
竹
筒
・
黄
巻
　
　
〔
書
跡
〕
入
木
　
　
〔
図
画
〕
伝
丹
・
後
嘉

〔
叡
〕
暁
霜
・
三
尺
　
　
〔
漁
釣
〕
河
水
　
　
〔
農
耕
〕
剰
佃
　
〔
造
作
〕
土
木
　
〔
隠
逸
〕
矧
劾
　
〔
仏
〕
自
宅
　
〔
僧
〕
剰
川

〔
寺
〕
蘭
留
　
〔
釈
教
〕
五
時
・
八
教
　
〔
経
〕
受
持
　
〔
城
〕
萬
雉
　
〔
楼
〕
望
海
　
　
〔
宅
〕
ヨ
徒
l
　
〔
門
〕
矧
徳
l
・
懸
庶

〔
路
〕
世
路
・
接
河
　
　
〔
禁
中
〕
鳳
池
・
綺
閉
　
　
〔
舘
〕
瑚
材
　
　
〔
塔
〕
露
盤
・
宝
鐸
　
　
〔
庭
〕
苺
苔
・
踏
月
　
　
〔
窓
〕
瑠
璃

〔
鏡
〕
揚
州
　
〔
舟
〕
龍
頭
　
　
〔
率
〕
両
輪
・
羊
柱
　
〔
火
〕
丹
樟
　
〔
履
〕
皿
副
・
瑚
励
　
　
〔
杯
〕
白
玉
・
連
子
　
〔
盃
〕
兇
競

〔
杖
〕
紅
蕃
・
青
竹
　
〔
張
〕
繍
抄
l
・
甲
l
a
　
〔
枕
〕
励
楓
・
曲
l
凰
　
〔
蟹
〕
前
竹
　
　
〔
酒
〕
刈
矧
・
楷
華
・
聖
水
・
挑
花
・
竹
某
・
千
日
・

（紗）

千
句
・
十
夜
・
入
珍
　
　
〔
金
〕
郷
地
・
四
知
　
　
〔
玉
〕
矧
城
l
　
　
〔
璧
〕
相
如
l
　
　
〔
鏑
〕
忍
矧
・
菊
江
　
　
〔
拐
〕
桑
孫
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〔
糸
〕
昌
子
・
嚢
毛
・
蘭
州
l
〔
布
〕
蘭
捌
〔
衣
（
袖
）
〕
百
結
・
青
雲
〔
帯
〕
黄
金
・
赤
石

〔
芹
〕
音
菰
〔
栗
〕
固
安
〔
梨
〕
金
浦
〔
橘
〕
渕
刻
・
魯
金
〔
松
〕
刻
型
三
晶
・
千
年

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

（
丈
）

〔
革
〕
苛
褐
〔
芝
〕
入
室
・
却
老
〔
菱
〕
兢
中
〔
蓄
積
〕
繁
等
〔
藤
〕
包
紫
・
懸
粉

〔
童
荻
〕
正
州
・
遠
岸
〔
提
麦
〕
採
銭
〔
牡
丹
〕
紅
房
〔
花
〕
短
日
・
紅
花
〔
木
〕
桐
孫

〔
往
〕
東
田
・
李
門
〔
落
葉
〕
乱
飛
・
正
落
〔
紅
葉
〕
千
窺
錦
〔
馬
〕
謂
蹄
〔
牛
〕
桃

l
林l

〔
昆
〕
剰
〔
虎
〕
牛
哀
〔
琶
成
橋
〔
鷹
〕
秋
書
〔
孔
雀
〕
膏
彩
〔
雉
〕
山
菜

l

〔
菊
〕
日
精
・
女
几

〔
梯
〕
芳
枝

〔
款
冬
〕
八
重
・
黄
花

〔
蓮
〕
紅
艶

〔
竹
〕
永
安

〔
杷
〕
綴
山

〔
屯
〕
風
車
l

〔
鴬
〕
運
否

〔
猿
〕
巴
峡

〔
攣
〕
矧
痢

〔
琶
行
l
淵
　
〔
望
白
毛
　
〔
竺
毛
衣
　
〔
苑
〕
惑
圏
矧
　
〔
魚
〕
波
臣
・
紫
鱗
　
〔
辟
〕
馬
后
　
〔
螢
〕
疑
星

〔
鑑
捧
〕
盾
壁
　
〔
虫
〕
飲
露
　
〔
蛾
〕
飛
蛾
　
〔
東
〕
朝
日
　
〔
西
〕
夕
陽
　
〔
南
〕
亭
午
　
〔
北
〕
辺
塞
　
〔
自
〕
璃
毛
・
粉
璧

〔
黄
〕
金
彩
　
〔
音
〕
致
竹
　
〔
紫
〕
落
花
　
〔
囲
碁
〕
手
談
・
王
粟
　
〔
延
齢
〕
茅
山
・
寿
域

〔
夢
〕
呑
鳥
・
懐
按
　
　
〔
千
里
〕
一
挙

〔
閑
居
〕
逃
名
・
語
老

色
葉
字
煩
抄
に
お
け
る
別
名
総
数
四
百
二
十
九
を
初
学
記
中
に
求
め
る
と
、

A
初
学
記
の
事
対
に
一
致
す
る
も
の
…
…
一
一
七
例

B
初
学
記
の
事
対
に
一
致
せ
ざ
る
も
語
が
見
出
せ
る
も
の

ア
叙
事
部
に
見
出
せ
る
も
の
…
…
・
…
‥
三
七
例

イ
事
対
典
拠
中
に
見
出
せ
る
も
の
…
…
一
九
例

ウ
詩
・
院
等
の
中
に
見
出
せ
る
も
の
…
〓
例

C
初
学
記
に
見
出
せ
な
い
も
の
…
…
…
…
二
四
五
例

の
よ
う
に
な
る
。
事
対
と
一
致
す
る
も
の
が
全
体
の
二
八
％
と
今
一
つ
低
比
率
で
は
あ
る
が
、
自
氏
六
帖
事
類
衆
と
合
せ
て
考
え
る
と
、

色
菜
字
煩
抄
に
お
け
る
別
名
が
初
学
記
の
事
対
、
又
は
自
氏
六
帖
事
煩
楽
の
事
対
相
当
の
語
と
一
致
す
る
の
が
一
四
五
例
、
三
四
％
と
比

率
を
高
め
る
の
で
あ
る
。
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初
学
記
、
白
氏
六
帖
事
類
茨
に
見
出
せ
ぬ
別
名
が
未
だ
多
数
を
占
め
る
が
、
こ
れ
は
色
葉
字
顆
抄
の
別
名
の
出
典
が
直
接
に
こ
の
二
拶

書
に
依
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
初
学
記
に
謂
う
所
の
事
対
と
の
関
連
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ち
な
み
に
、
初
学
記
に
お
い
て
は
叙
事
部
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
別
名
が
自
氏
六
帖
事
顆
繁
で
は
事
対
相
当
の
記
載
に
な
っ
て
い
た
り

（
例
、
六
出
、
青
女
）
、
初
学
記
に
は
見
出
せ
協
別
名
が
自
氏
六
帖
事
頬
繁
で
は
事
対
相
当
の
記
載
に
な
る
（
例
、
自
駒
、
玉
兎
）
等
の
例

が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
事
対
は
そ
の
記
載
様
式
を
有
す
る
個
々
の
類
書
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
色
菓
字
煩
抄
の
別
名
も
初
学
記
、
自
氏
六
帖
事
類
棄
以
外
の
事
対
と
い
う
記
載
様
式
を
持
つ
他
の
煩
書
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
訳

で
あ
り
、
そ
れ
ら
煩
書
と
の
関
係
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

唐
代
成
立
の
類
書
の
う
ち
右
述
の
条
件
に
叶
う
も
の
と
し
て
先
に
少
々
触
れ
た
「
鳴
沙
石
室
古
籍
叢
残
」
所
収
の
断
巻
が
あ
る
。
現
存

の
部
名
は
次
下
の
如
く
で
あ
る
。

．

．

1

1

1

．

1

1

1

j

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

1

．

1

t

l

l

－

．

丑
　
公
主
　
公
卿
　
御
史
　
刺
史
　
県
令
　
融
刻
　
人
才
　
報
恩
　
兄
弟
　
孝
養
　
喪
章
　
孝
行
　
孝
盛
　
事
好
　
裏
葬
　
貧
成

．

．

J

l

．

．

一

J

l

．

4

－

．

′

、

　

　

　

l

1

．

．

．

．

7

．

．

・

．

．

－

1

　

　

　

　

　

－

送
別
　
客
遊
　
薦
挙
　
文
筆
　
勤
学
　
宴
楽
　
富
貴
　
酒
　
高
尚
　
婚
姻
　
重
責
　
棄
委
　
棄
夫
　
美
男
　
美
女
　
貞
男
　
貞
婦

醜
男
　
醜
女
　
間
借
　
神
仙

こ
れ
ら
の
う
ち
色
英
字
類
抄
に
お
け
る
別
名
の
掲
げ
ら
れ
た
項
目
と
一
致
、
或
い
は
意
味
的
に
通
ず
る
も
の
は
各
々
傍
紋
、
波
紋
を
施

し
た
十
四
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
と
一
々
の
別
名
と
を
比
較
す
る
と
、

（
マ
マ
）

〔
王
〕
戚
里
　
〔
朋
友
〕
断
金
　
連
壁
　
〔
兄
弟
〕
同
気
　
連
枝
　
〔
貧
蟻
〕
鳩
舎
　
〔
酒
〕
九
醍
　
竹
真
　
金
密
　
〔
美
女
〕
西
琵
　
寂
珠

の
十
一
の
別
名
と
一
致
す
る
も
の
が
見
出
せ
る
。
こ
の
う
ち
、
初
学
記
、
自
氏
六
帖
事
煩
衆
の
二
書
に
見
出
せ
ぬ
も
の
が
「
技
珠
」
の
一

例
で
あ
る
。
又
、
字
面
が
一
致
し
な
い
も
の
の
色
菓
字
煩
抄
の
別
名
と
典
拠
を
同
じ
く
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

〔
報
恩
〕
黄
雀
（
色
英
字
煩
抄
で
は
「
雀
環
」
）
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1

2

〔
孝
感
〕
冬
芦
（
色
英
字
煩
抄
で
は
「
霜
筍
」
）

〔
神
仙
〕
王
馬
（
色
棄
字
租
抄
で
ほ
「
王
喬
馬
」
）

こ
の
う
ち
「
黄
雀
」
に
つ
い
て
は
初
学
記
、
自
氏
六
帖
事
顆
茨
に
「
報
恩
」
の
項
目
が
存
し
な
い
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
又
、
初
学

記
、
自
氏
六
帖
奉
拝
衆
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
「
雀
環
」
　
「
霜
筍
」
の
別
名
が
字
面
を
異
に
し
な
が
ら
も
こ
の
頸
書
中
に
見
出
せ
た
と
い

う
こ
と
は
・
他
の
、
こ
れ
ま
で
に
比
較
に
用
い
た
顆
書
の
中
に
見
出
せ
な
か
っ
た
別
名
に
つ
い
て
も
唐
土
に
そ
の
典
拠
を
求
め
得
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
比
較
検
討
に
依
っ
て
色
菓
字
煩
抄
に
お
け
る
別
名
は
、
初
学
記
に
謂
う
所
の
事
対
と
深
い
影
響
関
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
別
名
の
総
て
が
初
学
記
、
或
い
は
自
氏
六
帖
事
榛
東
に
求
め
ら
れ
る
訳
で
ほ
な
く
、
今
回
比
較
に
用
い
た

唐
土
所
撰
の
績
書
と
の
直
接
の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
従
っ
て
、
意
義
分
類
や
意
義
分
類
子
目
に
お
い
て
、
初
学
記

や
自
氏
六
帖
事
績
栗
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
事
対
と
い
う
記
載
様
式
を
有
す
る
他
の
書
と
の
関
係
が
別
に
想
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。四

　
本
邦
所
撰
類
書
と
の
比
較

唐
土
に
お
け
る
煩
書
の
撰
述
の
影
響
を
受
け
て
本
邦
で
も
煩
書
の
撰
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
朝
書
籍
目
録
に
依
れ
ば
、
「
群
書
要
覧

四
十
巻
既
望
舟
」
「
秘
府
略
千
巻
餌
舵
鯛
新
語
鎧
士
」
「
会
分
類
棄
七
十
巻
需
撃
の
名
が
見
え
る
。
し
か
し
、
群
書
要
覧
、
会
分
類
策

の
二
書
は
伏
し
て
伝
わ
ら
ず
、
秘
府
略
も
巻
第
八
百
六
十
四
（
百
穀
部
中
）
、
巻
第
八
百
六
十
八
（
布
南
部
三
）
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
他
に
本
邦
所
撰
と
目
さ
れ
る
類
書
に
、
幼
学
指
南
抄
（
平
安
時
代
中
期
写
）
が
完
本
で
は
な
い
が
存
し
て
い
る
。
又
、
鎌
倉
時
代
後

期
の
書
写
で
あ
る
が
、
侠
名
類
書
が
高
山
寺
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。

（20）

以
下
、
秘
府
略
、
幼
学
指
南
抄
、
高
山
寺
本
侠
名
顆
書
と
色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
別
名
と
を
比
較
す
る
。
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の
秘
府
略
と
の
比
較

秘
府
略
は
千
巻
の
う
ち
二
巻
が
現
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
意
義
分
析
及
び
千
日
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
巻
第
八
百
六
十
四
）

百
穀
部
中

黍
　
稜
　
栗
　
捺
　
梁

（
巻
第
八
百
六
十
八
）

布
南
部
三

繍
　
錦

築
島
裕
氏
は
芸
文
煩
茨
の
意
義
分
煩
と
比
較
さ
れ
て
、
「
百
穀
部
」
　
「
布
島
部
」
の
二
つ
の
名
称
、
配
列
が
一
致
す
る
こ
と
と
、
払
府

略
全
巻
の
中
で
の
「
百
穀
部
」
　
「
布
島
部
」
の
場
所
が
巻
尾
近
く
に
位
置
す
る
こ
と
に
依
り
、
秘
府
略
と
芸
文
煩
栗
と
で
部
煩
の
名
称
、

配
列
の
上
で
相
当
な
一
致
が
あ
っ
た
と
推
定
せ
ら
れ
て
い
る
。
又
、
「
『
芸
文
煩
棄
』
を
粉
本
と
し
て
こ
の
部
煩
が
設
定
さ
れ
た
か
と
も
思

（21）

わ
れ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
子
目
を
見
る
に
芸
文
煩
茨
で
は
、

百
穀
部

穀
　
禾
　
稲
　
抗
　
黍
　
粟
　
豆
　
麻
　
麦

布
島
部

素
　
錦
　
絹
　
稜
　
羅
　
布

と
な
っ
て
お
り
、
意
義
分
煩
上
の
部
煩
の
名
称
、
配
列
は
一
致
し
て
も
子
目
に
あ
っ
て
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
秘
府
略
と
色
葉
字
煩
抄
に
お
け
る
別
名
を
比
較
す
る
と
、
項
目
に
つ
い
て
は
布
畠
部
の
「
措
」
　
「
錦
」
と
も
に
別
名
が
掲

げ
ら
れ
た
項
目
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
秘
府
略
に
は
初
学
記
に
調
う
所
の
事
対
と
い
う
記
哉
様
式
が
存
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せ
ず
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
秘
府
略
と
色
英
字
煩
抄
の
別
名
と
の
関
係
は
想
定
せ
ら
れ
な
い
。

∽
幼
学
指
南
抄
と
の
比
較

幼
学
指
南
抄
に
つ
い
て
は
夙
に
川
瀬
一
馬
氏
が
『
古
辞
書
の
研
究
』
の
中
で
紹
介
せ
ら
れ
て
お
り
、
同
氏
に
依
る
覆
製
本
附
我
の
解
説

昌
）

も
あ
る
。
築
島
裕
氏
は
こ
の
書
の
各
巻
の
部
立
て
が
芸
文
類
衆
と
よ
く
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
せ
ら
れ
、
芸
文
煩
衆
、
秘
府
略
、
幼
学
指

南
抄
の
三
者
が
関
係
あ
り
と
仮
定
す
れ
ば
、

芸
文
頸
棄
l
秘
府
略
l
幼
学
指
南
抄

（盟）

と
い
う
系
譜
が
辿
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
初
学
記
と
の
関
係
が
見
出
せ
そ

う
で
あ
る
。

32

幼
学
指
南
抄
は
各
部
の
分
顕
子
目
の
後
、

「
雨
」
の
条
で
は
、

○
雨

時
若
（
尚
書
の
引
用
）

月
離
畢
（
毛
詩
の
引
用
）

商
羊
舞
（
家
語
の
引
用
）

蛾
穴
知
（
東
観
漠
記
の
引
用
）

不
破
塊
（
西
京
雑
記
の
引
用
）

不
鳴
條
（
塩
践
論
の
引
用
）

請
杉
祖
室
（
抱
朴
子
の
引
用
）

興
臥
石
（
盛
弘
之
剤
州
記
の
引
用
）

漢
語
を
掃
出
し
そ
の
後
に
典
拠
を
示
す
と
い
う
体
裁
を
と
る
。
例
え
は
巻
二
、
天
部
下
の
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濯
枝
（
風
土
記
の
引
用
）

太
平
十
日
（
京
房
易
の
引
用
）

黄
梅
（
基
要
の
引
用
）

払
鳴
（
毛
詩
の
引
用
）

魚
噴
（
推
南
子
の
引
用
）

土
龍
（
壮
南
子
の
引
用
）

石
茄
鳥
（
湘
州
記
の
引
用
）

含
水
（
楚
国
先
賢
伝
の
引
用
）

黒
頓
堰
（
漁
南
子
の
引
用
）

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
商
羊
舞
」
　
「
濯
枝
」
　
「
置
鳴
」
　
「
魚
噴
」
　
「
土
龍
」
　
「
石
耗
鳥
」
「
含
水
」
　
「
黒
埼
擢
」
は
初

学
記
の
事
対
に
一
致
し
て
お
り
、
「
月
離
畢
」
　
「
蟻
穴
知
」
は
字
面
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
典
拠
が
同
じ
こ
と
か
ら
や
は
り
初
学
記
と
の

関
係
を
認
め
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
幼
学
指
南
抄
は
、
築
島
裕
氏
の
御
説
に
依
れ
ば
意
義
分
類
上
、
芸
文
短
栗
と
関
係
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
内
容
上
、

初
学
記
の
影
響
を
蒙
っ
た
類
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
幼
学
指
南
抄
と
色
莫
字
煩
抄
に
お
け
る
別
名
と
を
比
較
す
る
訳
で
あ
る
が
、
幼
学
指
南
抄
現
存
二
十
三
巻
の
う
ち
覆
賀
さ
れ
た

（24）

七
巻
と
の
比
較
と
す
る
。

幼
学
指
南
抄
の
意
義
分
類
子
目
と
色
薬
字
煩
抄
に
お
け
る
別
名
の
掲
げ
ら
れ
た
項
目
と
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
併
設
を
琵

し
た
も
の
が
一
致
す
る
も
の
）
。

■
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52

（
巻
二
）
天
部
下

雨l
雲
l
矧
矧
矧
矧
矧
窃
雷
虹

l
咄
霹
暗

（
巻
五
）
水
部

惣
水
海
河
江
．
湖
‥
池
泉
涛
湖
駿
溝
渠
渕
澤
井
水
橋

（
巻
十
六
）
式
部
上

嘲
別
釦
刀
ヒ
首
鋏
箭

l
考
甲
鞍
轡
鞭

（
巻
十
九
）
儀
餅
部

節
黄
銃
鼓
吹
相
見
漏
患

服
筋
部

耐
珂
凪

－
隕
岬
剰
矧
細
筆

－
劇
案
几
杜

l
扇
l
械
被
如
意
胡
床
火
籠
香
香
鑓
歩
揺
放

校
枇
嚢
鏡

l
楊

（
巻
廿
二
）
宝
貨
部
上

宝
創
銀

l
珠
惑
珪
盟

（
巻
廿
五
）
穀
粟
部

穀
禾
稲
梗
黍
粟
豆
麻
麦

菜
疏
部

葱
韮
蒜
墨

（
巻
廿
七
）
軍
部

草
l
藤
l
材
量
刺
昌
蒲
杜
若
蘭
菊
苔
竹
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木
部
．

．

1

－

H

 

J

題

　

　

　

　

－

　

　

　

．

題

l

，

1

　

　

．

－

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

　

－

木
　
松
　
柏
　
税
　
柳
　
桐
　
桂
　
桑
　
相
　
葉

一
致
す
る
項
目
が
五
十
項
目
で
あ
る
。
色
葉
字
煩
抄
の
項
目
の
う
ち
幼
学
指
南
抄
の
「
天
部
下
」
「
木
部
」
に
そ
れ
ぞ
れ
登
載
さ
れ
て

ヽ
ノ作容受の書類るけおに抄煩字葉色

し
か
る
べ
き
「
霞
」
「
杷
」
が
存
し
な
い
が
、
初
学
記
等
に
比
し
て
初
学
記
等
に
は
存
し
な
い
「
泉
」

る
こ
と
よ
り
、
か
な
り
よ
く
一
致
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

次
に
一
致
す
る
各
々
の
項
目
に
お
け
る
別
名
に
つ
い
て
幼
学
指
南
抄
と
比
較
し
て
み
る
。

「
璧
」
等
の
項
目
が
一
致
し
て
い

名
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〔
注
〕
　
（
　
）
で
包
ん
だ
も
の
は
字
面
が
異
な
る
も
の
。

○
印
は
初
学
記
に
見
え
な
い
も
の
。

〕
で
包
ん
だ
も
の
は
典
拠
の
引
用
文
中
に
見
ら
れ
る
も
の
。

72

別
名
八
十
七
の
う
ち
幼
学
指
南
抄
の
掲
出
漢
語
に
見
ら
れ
る
も
の
が
四
十
例
で
あ
り
、
典
拠
の
引
用
文
中
に
見
ら
れ
る
も
の
を
含
め
る

と
四
十
五
例
の
一
致
と
な
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
部
分
に
お
け
る
初
学
記
の
一
致
例
四
十
六
例
を
や
や
下
回
る
も
の
の
、
初
学
記
に
見
え
ず

幼
学
指
南
抄
に
見
ら
れ
る
別
名
が
　
「
九
光
」
「
捧
紗
」
「
甲
乙
」
「
虎
塊
」
「
四
知
」
「
相
如
」
「
青
袖
」
「
女
几
」
「
丈
夫
」
「
千
年
」
と
存
す

る
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
別
名
の
総
て
を
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
色
菓
字
煩
抄
の
別
名
を
増
補
す
る
際
に
参
看
し
た
類

書
が
あ
っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
そ
の
類
書
に
近
い
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
も
、
そ
の
も
の
と
は
言
え
な
い
。

伺
高
山
寺
本
侠
名
類
書
と
の
比
較

高
山
寺
蔵
の
供
名
類
書
は
重
要
文
化
財
指
定
丁
部
璧
了
）
の
鎌
倉
時
代
後
期
書
写
の
零
巻
で
あ
る
。
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
近
藤
泰

弘
氏
は
、

○
書
簡
用
と
し
て
初
学
記
を
縮
約
し
た
も
の
（
幼
学
指
南
抄
と
頬
似
の
も
の
、
但
し
別
書
）
。

○
初
学
記
中
の
「
事
対
」
の
み
を
と
り
出
し
、
対
句
を
分
離
し
て
、
出
典
注
を
簡
略
に
し
た
。

（25）

○
各
項
目
末
に
他
の
出
典
の
熟
語
を
加
え
た
。

（26）

と
述
べ
ら
れ
た
。
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尉（容受の書類るけおに抄類字葉色

本
書
は
首
尾
を
欠
い
て
お
り
、
そ
の
全
容
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
冒
頭
に
目
録
が
残
存
し
て
お
り
、
現
存
部
分
と
目
録
か

ら
あ
る
程
度
の
構
成
が
知
ら
れ
る
。

現
存
部
分
を
掲
げ
る
。

（
乾
象
部
）

星
（
末
尾
の
み
）
　
雲
　
風
　
天
河
　
雨
　
雪
　
霜
　
露
　
霧
　
霞
．
暗

（
歳
時
部
）

春
　
夏
　
秋
　
冬
　
元
日
　
寒
食
　
三
月
三
日
　
五
月
五
日
　
伏
　
七
月
七
日
　
九
月
九
日

（
地
形
部
）

地
　
野
　
閑
　
塵
　
山
　
嶺
　
峡
　
原
　
石
　
巌
　
沙
（
末
尾
欠
）

又
、
目
録
に
存
す
る
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
帝
戚
部
）

王
一
　
＝

（
職
官
部
）

大
師
　
太
倖
一
日
日
日
一
侍
中
　
黄
門
侍
郎

給
事
中

（
入
部
）

聖
　
賢
　
忠
　
孝
　
義
　
智
　
信
一
日
日
〓
一
言
語

心
　
笑
　
恭
敬
　
礼
　
勇
　
壮
　
友
悌
　
交
友

聡
敏
　
韻
事
　
報
恩
　
褒
誉
　
貴
　
富
　
貧
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隠
退
萬
別
行
放
美
丈
夫
一
＝

（
一
日
目
〓
一
）

弾
碁
持
方
術
ト
笈
ト
相
医
夢

変
化

こ
の
他
、
本
書
の
記
載
事
項
（
割
書
部
）
の
中
に
、
「
見
天
部
」
「
見
目
部
」
「
見
窓
部
」
「
見
氷
部
」
「
見
歌
部
」
「
見
射
部
」
と

い
う
参
照
注
記
が
あ
り
、
こ
れ
に
依
っ
て
現
存
部
分
と
目
録
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
以
外
に
、
天
・
日
・
氷
・
窓
・
射
・
歌
の
各
子
目
が
存

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
千
日
の
中
に
は
初
学
記
に
は
見
ら
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
。

天
河
霞
野
塵
嶺
峡
原
巌
沙
義
劉
信
心
笑
勇
壮
窺
幸
報

l
凰
褒
誉
隠

矧
剋
行
旅
弾
碁

持
方
術
り
劉
ト
相
（
但
し
、
初
学
記
に
は
「
ト
」
あ
り
）
痢
変
化
窓

l
射

こ
れ
ら
初
学
記
に
は
見
え
な
い
子
目
の
う
ち
色
英
字
類
抄
の
別
名
が
掲
げ
ら
れ
た
項
目
に
一
致
す
る
の
は
右
傍
線
を
施
し
た
十
一
二
例
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
初
学
記
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
一
致
率
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
個
々
の
別
名
に
つ
い
て
現
存
部
分
と
比
較
す
る
。

29

雲凪

項

目
＿▽○ 別

名

＿

列
天H鱗烏子雀角

構魚銅列黄羊 供
名
類
童

天鱗烏子雀角
御（㌘風

） ヱ

雨雪霜

項

目

＿○○▽▽▽ 別

名

暗ロ斜六玉
声羊脚出産威

X商×六三暁
l侠

名
警

＿

羊出塵威
舞

霹霧琶

項

目

∇○○
‾
別

名

＿

青恵五豹九
女沢色隠沢光

青×五豹夢九
侠
名
煩
書

女色隠沢光

（（ 項

目

正二
春月

）
月
）

〇〇〇▽▽ 有

名

九轟裔孟
疑暢景光春春

（（（
l供

名
賀

九×電磁孟仲
疑景光春春

）））
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〔
注
〕
別
名
の
う
ち
○
印
を
附
し
た
も
の
は
初
学
記
に
見
え
な
い
も
の
。
▽
印
を
附
し
た
も
の
ほ
初
学
記
の
事
対
以
外
の
と
こ
ろ
に
登
載
さ
れ
る
も
の
。

侠
名
績
書
の
欄
で
（
　
）
で
包
ん
だ
も
の
は
割
書
部
に
見
え
る
も
の
。
〔
　
〕
で
包
ん
だ
も
の
は
字
面
が
異
な
る
が
典
拠
等
が
同
じ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
も
の
。

春
・
夏
・
秋
・
冬
の
四
項
目
（
歳
時
部
）
で
は
一
致
し
な
い
が
、
そ
の
他
の
項
目
で
は
三
十
六
の
別
名
の
う
ち
三
十
二
例
が
一
致
、
又

は
は
ぽ
一
致
し
て
お
り
、
初
学
記
に
は
見
え
な
か
っ
た
「
羊
角
」
　
「
九
光
」
　
「
九
疑
」
　
「
停
出
巴
　
「
貞
女
」
　
「
梁
堅
　
（
但
し
、
侠
名
類

書
で
は
「
動
梁
上
」
と
い
う
形
で
あ
る
。
同
出
典
に
か
か
る
と
考
え
て
一
応
こ
こ
に
含
め
て
お
く
。
）
　
「
自
鹿
」
が
見
出
さ
れ
る
上
に
、

初
学
記
で
は
事
対
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
「
坊
天
」
　
「
六
出
」
　
「
玉
座
」
　
「
暁
威
」
　
「
青
女
」
　
「
鶏
籠
」
　
「
挑
林
」
　
「
蒼
梧
」
の
各

語
も
大
書
で
掲
出
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
注
目
に
伍
す
る
。
幼
学
指
南
抄
と
比
べ
る
と
、
幼
学
指
南
抄
で
掲
出
さ
れ
な
い
「
杭
天
」

「
九
疑
」
　
「
暁
威
」
　
「
玉
座
」
が
侠
名
窺
書
に
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
侠
名
類
書
は
こ
れ
ま
で
に
比
較
し
て
き
た
煩
書
の
中
で
、
色
薬
字
類
抄
の
別
名
の
増
補
に
際
し
て
関

与
し
た
と
推
定
せ
ら
れ
る
類
書
に
最
も
近
い
も
の
と
言
い
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
侠
名
類
書
の
書
写
が
鎌
倉
時
代
後
期
で
あ

り
、
平
安
時
代
末
ま
で
に
本
書
の
祖
本
が
成
立
し
て
い
た
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
調
べ
る
手
立
が
な
い
。
又
、
分
顕
子
目
に
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関
し
て
、
「
霞
」
　
「
電
」
の
子
目
が
現
存
部
分
に
見
え
な
い
点
、
「
水
」
　
「
海
」
　
「
池
」
の
子
日
が
本
書
の
子
目
と
し
て
存
し
た
の
か
ど

う
か
と
い
う
点
も
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
色
英
字
頴
抄
に
登
載
せ
ら
れ
た
別
名
が
多
く
こ
の
供
名
煩
書
に
拾
え
る
点
か
ら
考
え
て
、
こ

の
侠
名
短
害
に
近
い
体
裁
を
右
す
る
類
書
が
、
別
名
の
増
補
に
際
し
て
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
は
あ
な
が
ち
考
え

（払）

ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

五
　
む
　
　
す
　
　
び

三
巻
本
色
薬
字
頬
抄
に
お
け
る
別
名
の
増
補
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
類
書
の
存
在
を
仮
定
し
、
そ
の
類
書
と
別
名
と
の
関
係
、
そ
の
煩
書

の
体
裁
を
現
存
の
類
書
と
の
比
較
に
依
っ
て
検
討
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
色
葉
字
煩
抄
に
お
け
る
別
名
は
唐
土
の
文
献
に
そ
の
典
拠
を
求
め
得
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
は
初
学
記
に
謂
う
事
対
と

深
い
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。
又
、
色
英
字
類
抄
の
別
名
の
増
補
に
際
し
て
関
与
し
た
で
あ
ろ
う
類
書
の
体
裁
を

推
定
す
る
に
、
芸
文
頬
策
や
初
学
記
の
意
義
分
類
に
近
く
、
そ
れ
ら
が
有
す
る
以
上
の
子
目
を
持
ち
、
更
に
、
初
学
記
の
如
く
事
対
を
掲

げ
て
霜
ま
れ
た
書
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
現
存
の
類
書
の
中
で
そ
の
体
裁
に
最
も
近
い
姿
を
持
つ
も
の
は
高
山
寺
本
供
名

類
書
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。

右
の
検
討
は
色
薬
字
顆
抄
の
編
著
が
頸
書
を
参
看
し
た
と
仮
定
し
た
上
の
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
右
の
検
討
に
依
っ
て
も
別
名
の

増
補
に
関
与
し
た
頬
書
を
特
定
し
得
た
訳
で
は
な
く
、
直
接
関
係
を
論
じ
得
た
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
な
結
果
か

ら
、
間
接
的
に
で
も
色
英
字
類
抄
に
お
け
る
顆
書
の
受
容
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

一

　

　

注

3
1
　
（
1
）
　
阪
倉
欝
義
「
辞
書
と
分
類
」
国
語
国
文
1
9
－
2
、
昭
和
二
十
五
年
十
月
。

一
　
（
2
・
3
）
　
築
島
裕
「
古
辞
書
に
お
け
る
意
義
分
類
の
基
準
」
　
『
品
詞
別
日
本
文
法
講
座
1
0
　
品
詞
論
の
周
辺
』
所
収
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
。
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（4）（5）（6）（7）（8）

）膵容受酌
　
（
9
）

兢
　
　
（
1
0
）

酌
　
（
1
1
）

総

一

に

一

抄類字葉色

（13）

（14）

（15）（16）（17）

「
門
」
と
い
う
呼
称
は
「
部
」
と
す
べ
き
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
畳
字
の
下
位
分
類
に
お
い
て
「
部
」
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
ざ
ら

わ
し
い
た
め
本
稿
で
は
畳
字
等
の
最
上
位
の
意
義
分
類
に
対
し
て
「
門
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
。

注
（
2
）
文
献
。

相
坂
一
成
「
色
菓
字
叛
抄
の
一
語
魚
群
」
国
語
学
三
十
三
輪
、
昭
和
三
十
三
年
六
月
。

「
シ
ヒ
」
　
「
へ
キ
ラ
ク
」
　
「
キ
ソ
カ
ソ
」
の
仮
名
音
注
は
各
々
「
紫
徴
」
　
「
碧
落
」
　
「
銀
漢
」
の
右
傍
に
あ
る
が
、
印
刷
の
都
合
上
各
々
の
下
に
掲

げ
た
。
以
下
の
用
例
に
お
い
て
も
印
刷
の
都
合
で
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
一
々
に
つ
い
て
注
す
る
こ
と
は
省
略
す
る
。

用
例
の
「
徳
」
に
附
さ
れ
た
「
銅
山
」
以
下
四
語
は
、
下
部
人
事
門
5
6
ウ
1
に
お
い
て
最
上
位
の
掲
出
字
で
あ
る
「
富
」
に
附
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
「
富
」
に
附
さ
れ
た
「
右
隣
」
は
「
徳
」
に
附
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
畳
字
門
と
の
対
応
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
銅
山
」

以
下
四
語
に
対
し
て
「
徳
別
名
也
」
と
注
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
が
、
「
別
名
」
の
呼
称
に
つ
い
て
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
尚
、
こ
の
類

の
誤
り
の
他
、
誤
写
・
誤
脱
等
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
が
一
々
に
つ
い
て
の
注
は
紙
幅
の
都
合
上
割
愛
し
た
。

注
（
6
）
文
献
。

山
田
俊
雄
「
色
菓
字
顆
抄
畳
字
門
の
語
の
注
「
－
詞
」
の
意
義
（
追
加
）
」
成
城
国
文
学
論
集
第
十
四
軽
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
。

蜂
岸
明
「
三
巻
本
色
菓
字
規
抄
解
説
」
　
『
色
英
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
附
載
、
昭
和
五
十
二
年
八
月
。

各
書
の
テ
キ
ス
ト
と
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

芸
文
類
現
、
胡
穏
宗
序
本
を
底
本
と
し
た
点
校
本
。
中
文
出
版
社
刊
。

北
星
書
紗
、
孔
広
陶
刻
木
彫
印
。
中
文
出
版
社
刊
。

初
学
記
、
宋
刻
木
彫
印
（
一
部
明
刻
本
）
。
芸
文
印
書
舘
刊
。

自
孔
六
帖
、
明
嘉
靖
刻
木
彫
印
。
各
大
書
局
刊
。

北
堂
書
砂
は
他
三
容
に
比
し
て
大
き
く
異
な
っ
た
配
列
と
な
っ
て
い
る
。
「
帝
王
部
」
に
始
ま
り
「
天
部
」
「
歳
時
部
」
に
終
り
、
又
、
動
栢
物
に

関
す
る
部
も
有
さ
ね
た
め
、
比
較
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

注
（
2
）
文
献
。

川
口
久
雄
『
冥
福
寺
本
文
鳳
紗
』
附
載
解
説
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
刊
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
。

山
崎
誠
氏
の
御
教
示
に
依
る
。

川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
洪
文
学
史
の
研
究
』
附
我
の
図
版
に
依
る
。
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（知）

（21）（2）

（刀）
（封）

（乃）
（26）

（㌘）
（霊）

初
学
記
の
「
天
」
　
「
夏
」
の
各
子
日
の
下
に
事
対
と
し
て
登
載
せ
ら
れ
る
。

初
学
記
で
は
「
西
子
」
に
作
る
。

テ
キ
ス
ト
と
し
た
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

秘
府
略
、
浣
群
書
類
従
巻
第
八
百
四
十
三
、
八
百
八
十
四
所
収
本
。

幼
学
指
南
抄
、
原
装
影
印
古
典
語
覆
製
叢
刊
所
収
複
製
本
。

高
山
寺
本
侠
名
田
翼
松
本
光
隆
氏
に
御
貸
与
い
た
だ
い
た
写
真
。

注
（
2
）
文
献
。

注
（
翌
複
製
本
附
我
。

注
（
2
）
文
献
。

台
湾
故
官
博
物
院
議
の
八
帖
・
並
び
に
残
巻
≡
帖
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
を
山
崎
誠
氏
よ
り
御
貸
与
い
た
だ
き
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
紙
数
の
都

合
に
依
っ
て
割
愛
し
た
。
論
旨
に
は
彩
管
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
に
言
う
子
日
に
当
る
。

昭
和
五
十
七
年
七
月
・
高
山
寺
に
お
い
て
口
頭
発
表
せ
ら
れ
た
時
の
発
表
資
料
に
依
る
。
発
表
資
料
は
松
本
光
隆
氏
に
御
貸
与
い
た
だ
い
た
。

「
黄
雀
風
」
は
「
夏
」
の
下
に
登
載
せ
ら
れ
る
。

山
崎
誠
氏
に
依
れ
ば
・
本
書
は
初
学
記
を
基
に
据
え
つ
つ
他
の
類
書
よ
り
熟
字
を
抄
出
し
て
加
え
、
或
い
は
編
者
に
依
る
添
注
も
窺
え
る
も
の
と
い
・

う
。
そ
し
て
・
初
学
記
以
外
で
は
自
氏
六
帖
奉
拝
買
、
翰
苑
と
の
関
連
を
想
髭
せ
ら
れ
た
（
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研
究
集
会
、
昭
和
五
十
九

年
六
月
十
七
日
）
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
折
書
が
他
に
も
存
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

〔
附
記
〕本

稿
を
成
す
に
当
っ
て
、
小
林
芳
規
先
生
に
は
終
始
御
指
導
賜
っ
た
。
又
、
山
崎
誠
、
松
本
光
隆
両
氏
に
は
資
料
を
御
貸
与
い
た
だ
き
更
に
貴
重
な
御

助
言
を
賜
っ
た
。
高
永
茂
氏
に
も
何
か
と
お
世
話
に
な
っ
た
。
ざ
」
に
並
び
記
し
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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(s in )S ujet parlan t

On the acceptance of Ruisho (HH) in the

Irohajiruisho C&M^-WH'P}

Takuji HARA

It is probable that the Kojisho (t^^lll) compiled in our country

were subject to the influence of the so-called Ruisho (Kit) which were

brought into Japan from China. It has been indicated that the Irohajiruisho

(feU^SfclO, one of the Kojisho, is an example of this influence. It has

relation to Ruisho in its method of classifying definitions.

In this paper, I went a step farther and approached the study of the

acceptance of Ruisho in the Irohajiruisho, by analysing not the classification

of definitions but the vocabulary entries themselves.

The data discussed in this paper suggest that words noted as ' ;g',

namely Betsumjo (glj:g), contained in the Irohajiruisho-jojimon (fe^^g

#:E¥F1), are closely connected with Jitsui (MM) in the Shogakuki (#J
: IB). The data also suggest that the Kozanjibon-Itsumeiruisho (jglU^^:3*i

tosho-seibi-repo
長方形
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å ^c^SSHa) may be regarded as the Ruisho retaining the style considered

most resemblant to that of the Ruisho not now in existence but probably

the authority for these Betsumjo.




